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特集―長時間労働の影響 

産
別
の
６
割
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
の
取
り
組
み 

第
２
回 

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

 

１
．
調
査
の
趣
旨 

   

当
機
構
は
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
、

企
業
、
事
業
主
団
体
、
単
位
労
働
組
合
、
産

業
別
労
働
組
合
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
定
点

観
測
的
に
景
気
判
断
や
雇
用
動
向
等
を
尋
ね

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調

査
」
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二

回
調
査
で
設
問
に
含
め
た
労
働
時
間
関
連
の

設
問
の
う
ち
、
単
組
と
産
別
の
回
答
の
な
か

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
撲
滅
や
長
時
間
労

働
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。
な

お
、
本
調
査
の
対
象
は
、
当
機
構
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
し
た
民

間
企
業
一
一
〇
社
、
事
業
主
団
体
五
八
団
体
、

単
組
四
三
組
合
、
産
業
別
労
組
二
九
組
織
。

調
査
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
回
答

専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
。
調
査
時
期
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月

二
四
日
〜
三
月
一
一
日
。
今
回
と
り
ま
と
め

た
単
組
と
産
別
の
回
答
状
況
は
、
単
組
が
四

一
組
合（
回
収
率
九
五
・
三
％
）、
産
別
二
三

組
織（
回
収
率
七
九
・
三
％
）。
組
合
の
属
す

る
企
業
の
業
種
は
、
金
属
産
業
な
ど
の
製
造

業
か
ら
外
食
産
業
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
業
に
わ 
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具体的な取り組み内容 
①36協定の点検、出退勤管理や不払い残業を含めた時間外労働の実態把握、問題
点について労使で検討を実施。②出退勤管理や時間外労働を含めた労働時間の把
握方法についての労使協議を行い、確認内容について協定化を図る。 
10月を職場点検改善月間に設定。その中で職場実態の点検活動を行い、法令遵守
と問題があれば改善にとりくむ。2003春季生活闘争においても時間管理の徹底を
はかることをとりくみ方針に掲げた。 
サービス残業、出退勤管理の実態調査と適正化、これらについての会社への申入
書提出。 
労働時間管理協定の締結。 
「時間管理の適正化」の取組を「統一推進項目」として、要求に掲げた。①出退
勤管理や時間外労働などを含めた労働時間の把握方法について、「取り組み指
針」を踏まえ労使協議を行い、労使確認（協定、議事録、覚書、確認メモなど含
む）。②すでに労使確認書などがある組合は、内容の再確認と運用の適正化をは
かる。 
春闘とは別に、秋に統一キャンペーンとして「労働時間管理の適正化の取り組
み」を実施。また、春闘では、必要に応じて統一キャンペーンのフォローに取り
組んだ。 
適正な時間外管理に向けての取り組みとして方針決定。労使で話し合い、協議、
対応策の協定化などについて取り組む。 
産別方針の中で、選択的取り組み項目として提起した。 
総実の短縮指針を作成し、その中で所定外労働についての短縮と適正な労働時間
管理を求めた。 
産別の春闘取り組み方針のなかで労使による時間管理の徹底と出退勤の適正管理
を行い、サービス残業を撲滅するよう指導。 
春闘の統一協議項目として、「労働時間問題の取組」を掲げた。サービス残業問
題に関しては、厚労省通達等を踏まえ、現行の労働時間管理体制のチェック、実
態・問題点の把握、具体的な改善にむけた取組を強化。具体的には、「労働時間
問題に関する労使協議マニュアル」の発行、研究会の開催、毎月の関係委員会で
の情報提供など。通年的な改善・チェックの取組を展開している。 
産別の春闘要求方針にも入れ、積極的な取り組みを傘下組合に求めた。地方連合
会によっては、サービス残業撲滅を訴える書面を作成し、各職場に掲示するなど
積極的な取り組みをするところもあった。 
労使協議を通じて適切に労働時間管理に関与し、必要があれば是正を図る。職場
の点検活動を行い、組合員の意識改革に取組み、職場からの撲滅運動に取組む。
具体的には、03年11月まで第１～6ステップを設定し運動を展開。各ステップ（①
～⑥）は、①「労働時間管理点検調査表」「個人用チェックシート」で調査、②
重点取組みを絞込み問題点整理、③連合ノー残業ウィーク参加、④労働時間管理
の取組みと団交で協定化、⑤取組み、交渉結果集約、⑥再度、加盟組合が1職場以
上、1週間、実態調査し、問題ある場合は必要に応じ対策を強化するとした。 
構成組織の実情を調査するとともに、労使委員会など具体的な取組みを行うよう
取り組んだ。また、セミナーや構成組織相互の情報交換等を行った。 
①不払い残業の実態把握調査②不払い残業撲滅に向けた交渉（労使委員会の設置
要求を含む）③労働時間管理の改善に向けた協定化の取組み。 

図１：サービス残業撲滅の取り組み状況（産別、n＝23） 

表１：加盟組合への取り組み状況 

取り組んだ 

8.7％ 

4.3％ 

26.1％ 

60.9％ 

少し取り組んだ 

あまり取り組んで 
いない 
取り組んでいない 

※アンケートの自由回答欄を編集部が抜粋して作成。 

 



22

特集―長時間労働の影響 

Business Labor Trend  2004.6

た
る
。
回
答
集
計
組
合
を
組
合
員
数
の
規
模

別
に
み
る
と
、
一
〇
〇
人
未
満
が
ゼ
ロ
、
一

〇
〇
〜
二
九
九
人
が
一
組
合
、
三
〇
〇
〜
九

九
九
人
が
一
組
合
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
三

九
組
合
と
な
っ
て
い
る
。 

  

２
．
時
短
は
通
年
の
課
題 

　
　
　
―
―
産
別
調
査
か
ら 

 

　
連
合
は
、
二
〇
〇
三
春
闘
か
ら
重
点
課
題

と
し
て
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持
や
企
業
内
最

低
賃
金
の
協
定
化
に
加
え
、
初
め
て
「
労
働

時
間
管
理
の
協
定
化
（
労
働
時
間
適
正
化
の

た
め
の
取
り
組
み
の
労
使
協
定
化
）
」
を
盛

り
込
ん
だ
。
職
場
レ
ベ
ル
の
協
定
化
を
通
じ
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
春
闘

の
再
構
築
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。
「
不

払
い
残
業
撲
滅
」
を
労
働
条
件
闘
争
の
一
つ

と
し
て
盛
り
込
む
方
針
は
、
二
〇
〇
四
春
闘

で
も
継
続
し
て
い
る
。 

　
今
回
の
産
別
調
査
で
は
、
春
闘
要
求
に
盛

り
込
ま
れ
た
労
働
時
間
管
理
の
協
定
化
に
対

す
る
取
り
組
み
状
況
や
現
状
認
識
、
今
後
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
と
く
に
、

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
の
た
め
に
傘
下
組
合

に
対
し
て
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た

か
」
と
の
問
に
対
し
て
は
、
約
六
割
の
産
別

労
組
が
「
取
り
組
ん
だ
」
と
回
答
。
「
少
し

取
り
組
ん
だ
」
を
あ
わ
せ
る
と
、
八
七
・
〇

％
の
産
別
は
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
図
１
）。 

　
調
査
で
は
、
「
取
り
組
ん
だ
」
「
少
し
取

り
組
ん
だ
」
と
回
答
し
て
い
る
産
別
に
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
も
尋
ね
て
い
る
（
表
１

に
主
な
も
の
を
列
挙
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

三
六
協
定
の
点
検
や
出
退
勤
管
理
、
不
払
い

残
業
を
含
め
た
時
間
外
労
働
の
実
態
把
握
、

労
働
時
間
管
理
協
定
の
締
結
、
労
働
時
間
の

把
握
方
法
に
つ
い
て
の
労
使
協
議
（
労
使
委

員
会
の
設
置
要
求
含
む
）
な
ど
を
求
め
る
産

別
が
多
い
。
厚
生
労
働
省
通
達
〔
小
誌
本
号

二
四
頁
参
照
〕
を
踏
ま
え
た
「
労
働
時
間
管

理
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
」
と
の
回
答
も
目
立
つ
。 

　
例
え
ば
、
産
別
Ｍ
は
、
「
労
働
時
間
管
理

点
検
調
査
表
」
な
ど
で
加
盟
組
合
が
調
査
し
、

問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
、
労
働
時
間
管
理

に
つ
い
て
団
交
で
協
定
化
を
求
め
る
。
再
度
、

加
盟
組
合
が
一
職
場
以
上
、
一
週
間
、
実
態

調
査
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
必
要
に
応
じ

て
対
策
を
強
化
す
る
な
ど
、
六
段
階
の
サ
イ

ク
ル
で
対
応
し
て
い
る（
表
１
参
照
）。 

　
一
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
も
と
よ
り
長
時
間
労
働

に
対
す
る
労
使
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
、

労
使
協
議
で
の
成
果
を
強
調
す
る
意
見
が
多

い
。
「
ま
ち
が
い
な
く
残
業
に
対
す
る
組
合

と
世
の
中
の
厳
し
い
視
線
に
さ
ら
さ
れ
、
経

営
と
し
て
行
政
か
ら
指
導
が
行
な
わ
れ
な
い

よ
う
に
努
力
を
し
た
と
思
わ
れ
る
」
な
ど
、

労
使
の
意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
、
企
業
が
社

会
的
責
任
を
感
じ
始
め
て
い
る
と
の
印
象
を

述
べ
る
産
別
も
あ
っ
た
。
厳
し
い
企
業
環
境

を
反
映
し
、
大
き
な
成
果
に
い
た
ら
な
か
っ

た
と
の
判
断
を
示
す
産
別
も
あ
っ
た
が
、
傘

下
組
合
に
よ
っ
て
は
労
使
委
員
会
を
設
置
し

継
続
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
確
認
し
て
い

る
と
の
意
見
も
あ
り
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
姿
が
垣
間
見
え
る
。 

　
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
」
に
つ
い
て
の
今

後
の
取
り
組
み
課
題
や
目
標
に
つ
い
て
は
、

長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
春
闘
時
だ

け
の
対
応
で
は
な
く
、
通
年
の
課
題
と
位
置

付
け
て
い
る
産
別
が
多
い
。
「
こ
の
問
題
は

春
の
こ
の
時
期
だ
け
取
り
組
め
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
労
使
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

と
し
て
通
年
の
取
り
組
み
を
行
な
う
べ
き
も

の
」
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。
産
別
と
し
て
労

働
時
間
管
理
の
モ
デ
ル
労
使
協
定
を
策
定
し
、

協
定
の
締
結
を
促
進
し
て
い
る
産
別
も
あ
る
。

ま
た
、
「
経
営
・
各
部
門
の
業
務
計
画
や
要

員
配
置
な
ど
の
問
題
、
経
営
・
管
理
職
の
意

識
改
革
、
さ
ら
に
組
合
員
自
身
の
働
き
方
の

意
識
改
革
な
ど
で
、
労
使
連
携
し
た
地
道
な

改
善
努
力
が
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
、
適
正
な

労
働
時
間
管
理
の
し
く
み
と
風
土
の
確
立
に

向
け
て
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。
労
組
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
強
化
を
め
ざ
す
方
向
と
い
え
る
。 
  

３
．
労
使
の
意
識
改
革
を 

　
　
　
―
―
単
組
調
査
か
ら 

 

　
で
は
、
連
合
、
産
別
の
春
闘
要
求
の
も
と
、

単
組
は
ど
の
よ
う
な
労
働
時
間
管
理
と
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
回
の
単
組
調
査
は
、
回
答
が
四

一
単
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
時
間
へ
の

取
り
組
み
の
全
体
像
を
示
す
に
は
い
た
ら
な

い
が
、
取
り
組
み
内
容
や
課
題
に
つ
い
て
定

性
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
ま
ず
、
職
場
の
不
払
い
残
業
の
実
態
に
つ

い
て
は
、「
大
変
多
い
」「
多
い
」
と
す
る
組

合
が
二
六
・
四
％
で
、「
少
な
い
」
と
す
る
組

合
が
二
九
・
三
％
、「
ほ
と
ん
ど
な
い
」「
な

い
」
と
し
て
い
る
の
も
三
六
・
六
％
あ
っ
た

（
図
２
）。 

　
調
査
で
は
、
「
不
払
い
残
業
に
対
す
る
取

り
組
み
」
を
自
由
記
述
で
尋
ね
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
「
職
場
実
態
、
不
払
い
残
業

等
の
実
態
把
握
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

一
六
単
組
、
「
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
の

周
知
・
啓
発
」
が
一
五
単
組
、
「
労
使
協
議

で
討
議
、
意
見
交
換
、
申
し
入
れ
な
ど
」
が

一
二
単
組
、
「
労
働
時
間
管
理
協
定
な
ど
、

管
理
強
化
」
が
七
単
組
、
「
出
退
勤
管
理
の

徹
底
」
が
七
単
組
な
ど
と
な
っ
て
い
る（
図

３
、
自
由
回
答
を
数
値
化
）。 

 

自
由
記
述
の
な
か
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
時
間
外
多
発
職
場
に
対
す
る
労
使
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
実
態
把
握
す
る
組
合
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
「
残
業
の
指
示
、
残
業
の

結
果
報
告
、
残
業
に
至
っ
た
経
緯
の
確
認
と

指
導
、
業
務
遂
行
体
制
の
改
善
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
労
使
で
確
認
。
使
用
者
は
職
制
に
、

組
合
は
組
合
員
に
対
し
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
徹

底
を
周
知
」
や
、
「
残
業
時
の
職
場
巡
回
や

職
場
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
よ
る
実
態

把
握
。
課
題
が

あ
る
場
合
は
徹

底
し
た
労
使
論

議
の
実
施
。
ビ

ラ
等
に
よ
る
啓

発
活
動
」
な
ど
、

複
合
的
手
段
を

継
続
的
に
実
施

す
る
組
合
も
目

立
つ
。
そ
の
他
、

業
務
改
善
、
要

員
体
制
の
適
正

化
や
、
時
間
外

予
算
枠
の
規
制

の
撤
廃
を
求
め

て
い
る
組
合
も

あ
っ
た
。 

 

「
不
払
い
残

業
は
認
め
な
い
」

と
の
雰
囲
気
を

醸
成
す
る
こ
と

で
、
労
使
の
意

識
改
革
に
つ
な

げ
る
組
合
も
多

図２：単組からみた不払い残業の実態（n＝41） 
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い
。
例
え
ば
、
「
個
人
の
意
思
で
時
間
外
を

申
告
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
た
め
、

実
態
を
申
告
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
実
施
。

ま
た
そ
の
実
態
に
つ
い
て
会
社
に
投
げ
掛
け
、

管
理
強
化
に
つ
い
て
協
議
」
と
の
意
見
や
、

「
組
合
員
側
も
『
自
分
の
能
力
が
低
い
の
で
』

と
遠
慮
し
て
残
業
を
つ
け
な
い
傾
向
が
強
い

こ
と
や
、
不
払
い
残
業
は
犯
罪
行
為
と
し
て

会
社
は
表
立
っ
て
認
め
な
い
こ
と
が
問
題
の

解
決
を
遅
ら
せ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
も
あ

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
労
使
で
不
払
い
残
業

に
向
け
た
取
り
組
み
を
以
前
か
ら
お
こ
な
っ

て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
労

使
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
効
果
を
あ
げ

る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。 

 

経
営
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
カ
ギ 

 

　
単
組
調
査
で
は
、
実
際
に
、
不
払
い
残
業

の
撲
滅
に
む
け
た
「
労
働
時
間
管
理
の
協
定

化
」
に
か
か
わ
る
労
使
協
議
を
実
施
し
た
か

に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

労
使
協
議
を
し
た
の
は
五
三
・
七
％（
二
二

組
合
）、
し
て
い
な
い
の
は
四
三
・
九
％
（
一

八
組
合
）
だ
っ
た
。
労
使
協
議
を
し
た
と
回

答
し
た
組
合
に
つ
い
て
、
協
議
の
成
果
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
「
労
働
時
間
の
協
定
化
を
締

結
」
が
九
・
一
％（
二
組
合
）、
「
労
働
時
間

管
理
に
つ
い
て
労
使
で
議
事
録
確
認
」
が
五

〇
・
〇
％（
一
一
組
合
）、
「
何
ら
か
の
成
果

が
あ
っ
た（
取
り
組
み
の
口
頭
確
認
等
含
む
）」

が
三
一
・
八
％
（
七
組
合
）
だ
っ
た
。

「
そ
の
他
」（
九
・
一
％
、
二
組
合
）
の

回
答
（
自
由
記
述
）
で
は
、
「
労
使
委

員
会
の
設
置
」
や
「
取
り
組
み
の
継
続

を
労
使
確
認
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
「
成
果
が

な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
は
ゼ
ロ
だ
。 

 

調
査
で
は
、
労
働
時
間
適
正
化
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
協
議
の
成
果
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
。
協
議

の
成
果
の
代
表
例
と
し
て
は
、
「
①
管
理
職

に
対
す
る
指
導
強
化
、
出
退
勤
記
録
の
管
理

職
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
づ
け
、
二
二
時

ま
で
は
、
管
理
職
も
在
席
し
て
管
理
す
る
こ

と
の
義
務
づ
け
②
労
組
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
夜
間
定
期
巡
回
強
化
、
長
時
間
残
業

発
生
部
署
の
管
理
職
か
ら
の
事
情
聴
取
強
化
」

や
、
「
三
六
協
定
特
別
上
限
時
間
の
低
減
・

勤
務
に
関
す
る
ル
ー
ル
及
び
三
六
協
定
を
周

知
し
、
各
地
区
、
事
業
所
の
運
用
に
差
異
が

生
じ
な
い
よ
う
徹
底
を
図
る
」
な
ど
が
あ
っ

た
。 

 

あ
る
組
合
で
は
、
「
①
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
設
置
し
、
出
社
・
退
社
時
の
打
刻
を
徹
底

し
、
労
働
時
間
の
把
握
に
対
す
る
取
り
組
み

②
残
業
協
定
の
見
直
し
を
実
施
。
残
業

が
四
五
Ｈ
／
月
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
、
超
過
理
由
を
明
記
し
た
「
残

業
協
定
超
過
申
請
書
」
を
事
前
に
提
出

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
長
時

間
労
働
に
対
す
る
歯
止
め
を
か
け
る
③

時
間
外
労
働
が
一
定
の
条
件
を
超
え
る

場
合
、
産
業
医
の
面
接
に
よ
る
保
健
指

導
を
実
施
」
な
ど
、
き
め
細
か
な
成
果

を
あ
げ
る
も
の
も
あ
っ
た
。 

 

法
令
違
反
の
抑
止
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
健
康
管
理
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面

で
も
、
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
が
必

要
と
の
考
え
を
述
べ
る
単
組
も
多
い
。

「
健
康
確
保
措
置
の
一
環
と
し
て
、
事

業
場
入
退
場
時
間
か
ら
の
長
時
間
残
業

者
の
洗
い
出
し
と
勤
務
実
績
の
確
認
、

長
時
間
残
業
職
場
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
な

ど
を
実
施
し
た
組
合
も
あ
る
。
労
働
時
間
を

把
握
す
る
た
め
、
入
社
門
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
導
入
や
、
パ
ソ
コ
ン
立
ち
上
げ
な
ど
に
よ

る
出
退
勤
の
管
理
を
導
入
し
た
組
合
も
目
立

つ
。
さ
ら
に
、
「
就
業
開
始
時
間
と
実
際
の

作
業
開
始
時
間
を
合
わ
せ
る
た
め
、
朝
礼
と

準
備
体
操
の
完
全
実
施
を
推
進
」
や
「
所
定

時
間
終
了
後
一
分
単
位
で
時
間
外
勤
務
を
つ

け
る
よ
う
申
し
入
れ
を
予
定
」
な
ど
、
職
場

ご
と
に
、
知
恵
を
搾
り
工
夫
す
る
組
合
も
あ

る
。 

 

ま
た
、
組
合
側
だ
け
で
な
く
、
社
長
や
ト

ッ
プ
層
、
人
事
部
達
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
残
業

撲
滅
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
協
議
の
成
果
に
あ

げ
る
組
合
も
目
立
つ
。
「
会
社
ト
ッ
プ
層
が

実
態
に
つ
い
て
認
識
し
、
自
ら
そ
の
把
握
に

動
い
た
」
と
、
管
理
職
の
意
識
向
上
を
評
価

す
る
組
合
も
あ
っ
た
。
労
使
の
協
力
体
制
だ

け
で
な
く
、
ト
ッ
プ
か
ら
の
積
極
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
会
社
全
体
を
動
か
す
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
姿
が
垣
間
見
え
る
。
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
制
度
化
に
伴
い
、

徹
底
し
た
取
り
組
み
要
請
」
を
行
な
っ
た
組

合
も
あ
り
、
長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残
業

が
働
く
側
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
企
業
の

信
用
に
か
か
わ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
遵
守
）
経
営
に
も
つ
な
が
る
課
題
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
奥
田
栄
二
） 

図３：不払い残業などに対する取り組み（n＝41） 

図４：労働時間の協定化の労使協議などの成果（n＝22） 
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